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平
成
30
年
度
予
算
を

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
！
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各
部
局
が
予
算
要
求
書
を
提
出　

　
　
↓

財
政
当
局
に
よ
る
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　
↓

副
市
長
・
財
政
経
営
部
長
査
定

　
　
↓

市
長
査
定

　
　
↓

予
算
案
の
決
定

　
　
↓

予
算
案
の
作
成

記
者
発
表

２
月
定
例
会

市
長
か
ら
予
算
案
の
提
出

施
政
方
針
演
説

　
　
↓

代
表
質
問　
Ｐ
４
～
６
へ

会
派
の
代
表
者
が
施
政
方
針
や
予
算

編
成
に
対
し
て
行
う

　
　
↓

常
任
委
員
会
へ
付
託

予
算
審
査　
Ｐ
７
～
９
へ

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
各

分
野
に
つ
い
て
専
門
的
に
審
査
す
る

　
　
↓

採
　
決

委
員
長
報
告　
　

委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
な
ら
び
に

結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る

　
　
↓

討
　
論
　
　

予
算
案
に
対
し
、
賛
成
か
反
対
か
の

意
見
を
表
明

　
　
↓

採
　
決

　
　
↓

本 会 議本 会 議 委 員 会

20日27日・28日16日 11月12月１月２月１日〜8日３月

希望に満ちた新たなステージへ

飛躍を目指す 未来開拓型予算

　
市
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
案
に
つ
い
て
「
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ

る
の
か
」「
市
民
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
な
の
か
」
な
ど
、
慎
重
に
審
査
を
し
ま
す
。

　
２
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
７
会
計
の
平
成
30
年
度
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ここに注目！
●水の郷

さと
構想に向けた清住緑地の用地取得と実施設

計に取り組みます

●楽寿園をさらに魅力ある公園にするためリニュー
アルします
▷散策コースやアスレチック遊具の設置、案内看

板の整備など

●東京オリンピック・パラリンピックなどの国際イベン
トに向けて花と緑で来訪者をおもてなしします

清住緑地拡張整備事業 6,769 万円
三島駅南口再開発事業 １億 3,428 万円
楽寿園の整備、誘客促進 4,985 万円
花と緑のおもてなし空間創造事業 422 万円

ガーデンシティを活かした
都市基盤整備による賑わうまちづくりと
活力みなぎる産業の創造
� 40 億 598 万 3千円

予
算
が
成
立
す
る
ま
で

予
算
の
可
決
・
成
立
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平成 30 年度各会計別予算

※金額については、調整により万円単位で表記しています。
※ここに注目！の各事業については、「平成 30 年度予算案ビジュアル版」より抽出しています。

ここに注目！
●小中学校ではタブレットパソコンの導入やトイ

レ・空調設備の改修により、教育環境の充実を図
ります

●文化会館大小ホールの特定天井補強工事を実施す
るほか、音響・照明設備などの大規模改修に向け
て動き出します

●健幸運動教室の実施や市民が食を楽しみ自然に街
を回遊する仕組みづくりなど、地域の交流促進と
健康寿命の延伸を図ります

学校におけるＩＣＴ環境の整備 １億 2,923 万円
市民文化会館施設整備事業 １億 7,311 万円
スマートウエルネスみしま推進事業 2,773 万円
職域スポーツ応援事業費補助金 50 万円

ここに注目！
●現在中学生まで無料の子ども医療費は、10 月か

ら高校生相当年齢まで無料となります

●「あかちゃんのへや」の整備費補助や、０歳児マ
マのお出かけ促進事業など、子育てにおけるきめ
細やかなサポート体制を整えます

●発達支援センターを開設し、切れ目のない発達支
援体制を構築します

●高齢者のタクシー利用助成金額を拡大します

子ども医療費支給事業 ５億 3,917 万円
子ども・子育て支援推進事業 487 万円
療育支援相談事業 5,515 万円
高齢者バス等利用助成事業 2,509 万円

コミュニティで創る
誰にも優しい安全・安心なまちづくりと
笑顔あふれる子育て・福祉の充実
� 117 億 3,081 万 8千円

新 年度予算

スマートウエルネスで育む
健幸なくらしの実現と
夢が高まり未来へ翔

はば
たく教育・文化の推進

� 29 億 7,131 万 5千円

スマートウエルネスで育む
健幸なくらしの実現と
夢が高まり未来へ翔

はば
たく教育・文化の推進

� 29 億 7,131 万 5千円

会計別 平成 30 年度 平成 29 年度 前年度比
一般会計 346億円 347億5,000万円 ▲1億5,000万円

特
別
会
計

国民健康保険 116億8,033万円 139億8,852万円 ▲23億819万円
介護保険 73億4,743万円 71億7,774万円 1億6,969万円
後期高齢者医療 13億6,917万円 12億4,006万円 1億2,911万円
墓園事業 501万円 559万円 ▲58万円
下水道事業 － 34億7,168万円 ▲34億7,168万円
駐車場事業 6,941万円 6,882万円 59万円
小計 204億7,135万円 259億5,241万円 ▲54億8,106万円

水道事業会計 24億3,592万円 24億6,749万円 ▲3,157万円
下水道事業会計 47億3,151万円 － 47億3,151万円
合計 622億3,878万円 631億6,990万円 ▲9億3,112万円

歳出

一般会計予算を目的別に分類すると…
その他
0.1%

市議会の
活動・運営に
0.8%

高齢者や
障がい者、
子育てなどを
支えるために
35.3%

ごみの処理
や市民の
健康増進に
12.8%

道路や公園の
整備に
12.2%

学校教育、
社会教育
などに
11.5%

借金の
返済に
9.9%

税務事務など
10.1%

消防や
救急に
4.4%

労働・農林・
商工費
2.9%
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代
表
質
問
会
派
の
代
表
者
が
施
政
方
針
や
予
算
編
成
方
針
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
と
持
続
可
能
な
都
市
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み

企
業
誘
致
に
よ
る
財
政
・
雇

用
効
果
は
、
地
方
自
治
経

営
に
と
っ
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ

る
。
新
幹
線
や
東
駿
河
湾
環
状
道
路

な
ど
立
地
環
境
の
良
さ
を
生
か
し
、

三
ツ
谷
工
業
団
地
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
、
本
社
機
能
の
移
転
な
ど
、

企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

問

三
ツ
谷
工
業
団
地
は
、
平
成

30
年
秋
の
完
成
に
向
け
、
工

事
が
進
捗
し
て
い
る
。
６
区
画
中
５

区
画
に
進
出
企
業
が
内
定
し
た
。
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
事
業
所
の

誘
致
に
つ
い
て
は
、
２
社
の
事
業
所

が
開
設
し
、
操
業
し
て
い
る
。
引
き

続
き
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
継
続
し

て
い
く
。

答

予
算
編
成
の
指
標
お
よ
び
評
価

第
４
次
三
島
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
を
指
標
に
平
成

30
年
度
の
予
算
編
成
を
さ
れ
た
と
思

う
が
、何
よ
り
も
市
民
福
祉
の
向
上
、

市
政
の
発
展
や
安
定
的
な
行
財
政
運

営
が
重
要
と
考
え
る
。
こ
の
予
算
編

成
全
般
に
つ
い
て
、
市
長
の
評
価
を

伺
う
。

問

三
ツ
谷
工
業
団
地
を
は
じ
め

と
し
た
企
業
誘
致
、
観
光
産

業
の
振
興
、
三
島
駅
南
口
の
開
発
の

３
つ
の
施
策
の
ほ
か
、市
民
の
安
全・

安
心
の
確
保
や
美
し
く
品
格
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
施
策
を
厳
選

し
て
盛
り
込
み
、
元
気
・
安
心
・
希

望
あ
ふ
れ
る
三
島
の
実
現
に
つ
な
が

る
予
算
を
編
成
で
き
た
と
考
え
る
。

答

健
康
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
し
た
快
適
な
住
環
境
都
市
の
形
成

三
島
総
合
病
院
の
周
産
期
セ

ン
タ
ー
は
、
不
足
す
る
産

科
・
小
児
科
の
確
保
と
ハ
イ
リ
ス
ク

な
分
娩
に
対
応
し
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
め
る
環
境
と
す
る
た
め
、
市
税

も
投
入
し
整
備
し
た
。
開
所
し
て
２

年
経
過
し
た
が
そ
の
機
能
は
遅
れ
て

い
る
。
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

問

全
国
的
に
産
科
医
が
不
足
し

て
お
り
、
医
師
確
保
に
つ
い

て
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
市
と
し
て
、
県
へ
今
後
も
要
望

を
続
け
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本

部
や
三
島
総
合
病
院
、
県
と
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
の
も
と
、
早
期
稼
働

を
目
指
し
て
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

答

活
力
み
な
ぎ
る
産
業
の
創
造
に
向
け
た
都
市
基
盤
の
整
備
状
況
は

三
ツ
谷
工
業
団
地
が
平
成
30

年
秋
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

新
た
な
雇
用
創
出
に
よ
る
人
口
増
加

や
税
収
の
見
込
み
、
定
住
人
口
増
加

の
可
能
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
踏

ま
え
、当
市
に
お
け
る
影
響
を
伺
う
。

問

完
成
後
は
約
１
０
０
０
人
の

雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
造
成
後
は
宅
地
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
税
収
の
増
加
や
、
進
出
企

業
に
よ
る
税
収
が
見
込
ま
れ
る
。
三

ツ
谷
工
業
団
地
建
設
を
、雇
用
創
出・

税
収
確
保
・
定
住
人
口
増
加
の
好
機

と
捉
え
、
チ
ー
ム
三
島
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

答

障
が
い
者
の
生
活
保
障
と
自
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
の
充
実

三
島
市
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
で
、
相
談
と
療
育

の
基
幹
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ

る
。
機
能
的
に
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、
明
確
な
組
織
の
確
立
と
専

門
職
の
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
必
要
だ

が
、
今
後
の
事
業
展
開
を
伺
う
。

問

平
成
30
年
度
か
ら
、
療
育
支

援
室
に
臨
床
心
理
士
を
は
じ

め
社
会
福
祉
士
や
指
導
主
事
な
ど
の

専
門
職
を
配
置
し
、
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
。
今
後
も
、
言
語

聴
覚
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
と
い
っ

た
専
門
職
を
計
画
的
に
配
置
す
る
と

と
も
に
、
関
係
す
る
課
の
相
談
窓
口

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

答

将
来
の
三
島
市
を
支
え
る
、
人
づ
く
り
と
は

人
づ
く
り
を
目
的
と
す
る

社
会
教
育
の
一
つ
に
少
年

の
船
事
業
が
あ
る
が
、
家
庭
の
経
済

的
事
情
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
生
徒

も
い
る
と
聞
く
。
そ
の
よ
う
な
生
徒

へ
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

問

家
庭
の
経
済
的
理
由
に
よ
り

参
加
者
負
担
金
の
出
費
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
参
加
者
に
対
し
、

負
担
金
を
全
額
減
免
す
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
三
島
函
南
の
当
座
借
入
が
容
易

で
利
子
補
給
さ
れ
る
金
融
制
度
や
、

市
の
教
育
資
金
利
子
補
給
制
度
を
紹

介
し
、
生
徒
も
保
護
者
も
安
心
し
て

参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

答

清論会 大石　一太郎

改革みしま 藤江　康儀
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企
業
誘
致
の
さ
ら
な
る
推
進
と
企
業
へ
の
支
援

企
業
誘
致
は
三
島
市
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
基
盤
と
し

て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
新
た

な
事
業
拠
点
と
し
て
三
島
市
に
進
出

し
た
企
業
の
事
業
拡
大
に
伴
う
雇
用

の
増
加
の
ほ
か
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

問

好
調
な
輸
送
機
器
関
連
の
受

注
増
加
や
、
６
次
産
業
の

拡
大
を
通
じ
、
増
員
を
図
る
企
業
が

あ
る
。
昨
今
の
共
通
の
課
題
は
人
材

確
保
で
あ
る
が
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
を

生
か
し
た
広
域
で
の
人
材
確
保
の
た

め
、
関
連
機
関
と
連
携
し
、
企
業
が

事
業
拡
大
で
き
る
雇
用
環
境
の
整
備

に
努
め
る
。

答

次
世
代
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
財
政
運
営

人
口
減
少
に
よ
る
税
収
の

減
少
と
、超
高
齢
社
会
に
よ

る
社
会
保
障
費
の
急
増
に
対
す
る
即

効
性
の
あ
る
有
効
な
方
策
は
な
い
と

考
え
る
が
、持
続
的
発
展
に
向
け
た

基
盤
を
作
り
、持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

問

三
ツ
谷
工
業
団
地
・
三
島
駅

南
口
再
開
発
・
観
光
振
興
の

三
つ
の
施
策
を
積
極
的
に
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
雇
用
の
創
出
・
移
住
定
住
人
口

の
増
加
・
活
気
あ
ふ
れ
賑
わ
う
街
づ

く
り
に
つ
な
げ
、
市
税
の
増
収
を
含

む
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

答

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
で
健
幸
度
の
見
え
る
化
を

市
長
が
就
任
以
来
推
進
し
て

い
る
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ

ス
で
は
、
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
や
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
健
幸

に
対
し
て
の
取
り
組
み
が
成
果
を
上

げ
て
き
て
い
る
。
市
民
に
と
っ
て
の

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
の
見
え
る
化

に
つ
い
て
伺
う
。

問

自
立
し
て
健
康
に
生
活
で
き

る
期
間
を
お
達
者
度
と
し
、

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
の
成
果
目
標

と
し
て
い
る
が
、
男
女
と
も
に
伸
び

て
お
り
、
市
民
意
識
調
査
の
幸
福
度

も
上
昇
し
て
い
る
。
健
幸
運
動
教
室

参
加
者
の
体
力
年
齢
も
８
歳
以
上
若

返
る
な
ど
、
成
果
は
着
実
に
上
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

答

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
た
働
き
方
改
革

平
成
29
年
12
月
、
文
部
科
学

省
よ
り
、
長
時
間
労
働
が
深

刻
な
教
師
の
働
き
方
改
革
に
向
け
た

緊
急
対
策
が
示
さ
れ
た
が
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
は
子
ど
も
た
ち
の
充

実
し
た
学
校
生
活
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
三
島
市
は
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

問

平
成
30
年
度
か
ら
、
教
職

員
の
休
暇
の
取
得
促
進
お

よ
び
健
康
増
進
を
目
的
に
、
夏
季
休

業
中
の
学
校
閉
庁
日
と
し
て
、
新
た

に
８
月
の
２
日
間
で
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会

が
実
施
し
て
い
る
「
未
来
の
学
校
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
学
校
現
場

の
勤
務
環
境
改
善
策
に
つ
い
て
検
証

す
る
。

答

お
金
を
稼
ぐ
観
光
都
市
三
島
を
目
指
し
、
積
極
的
な
投
資
を

稼
ぐ
観
光
都
市
三
島
に
転
換

す
る
に
は
現
状
の
分
析
が
必

要
で
あ
る
。
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な

目
的
で
来
て
、
ど
こ
に
宿
泊
し
、
ど

ん
な
食
事
を
す
る
の
か
な
ど
、
観
光

交
流
客
数
約
８
０
０
万
人
を
徹
底
的

に
分
析
し
て
い
る
か
伺
う
。

問

観
光
交
流
客
数
に
関
す
る
調

査
は
、
県
が
実
施
し
、
四
半

期
ご
と
に
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
な

ど
に
照
会
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

は
数
値
の
み
の
概
算
で
あ
り
、
ど
こ

か
ら
来
て
、
ど
れ
く
ら
い
消
費
し
て

い
る
か
と
い
っ
た
詳
細
な
調
査
を
す

る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
分
析
は
難

し
い
。

答

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
住

民
同
士
の
支
え
合
い
に
よ
る
支
援
と

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
あ
る
が
、

敬
老
祝
い
金
の
見
直
し
に
よ
り
捻
出

さ
れ
た
財
源
を
、
ど
の
よ
う
に
福
祉

の
充
実
に
生
か
し
て
い
く
か
、
考
え

を
伺
う
。

問

三
島
市
医
療
介
護
連
携
セ
ン

タ
ー
や
高
齢
者
総
合
相
談
窓

口
の
開
設
、
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

登
録
事
業
な
ど
に
す
で
に
財
源
を
活

用
し
て
い
る
。
今
後
は
、
高
齢
者
バ

ス
等
利
用
助
成
事
業
に
お
け
る
タ
ク

シ
ー
乗
車
の
際
の
利
用
上
限
拡
大
を

予
定
、
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
増
設
も
検
討
し
て
い
る
。

答

公明党 堀江　和雄

新未来２１ 岡田　美喜子

代 表質問
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三
ツ
谷
工
業
団
地
と
企
業
誘
致

市
で
は
、
東
駿
河
湾
環
状
道

路
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
創
出
に

よ
る
市
の
活
性
化
を
目
指
し
、
内
陸

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
取
組
の
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
三
ツ
谷
工
業
団

地
の
造
成
工
事
と
企
業
誘
致
に
お
け

る
現
在
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

問

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
ん

で
お
り
、
平
成
30
年
秋
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
は

残
り
１
区
画
へ
の
進
出
企
業
を
早
期

に
決
め
る
ほ
か
、
順
次
行
わ
れ
る
土

地
売
買
契
約
の
締
結
を
完
了
さ
せ
、

進
出
企
業
を
確
定
さ
せ
る
。
早
い
区

画
で
は
、
平
成
30
年
内
に
新
社
屋
建

設
工
事
が
着
工
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

答

一
般
職
お
よ
び
特
別
職
の
憲
法
擁
護
尊
重
義
務

憲
法
99
条
に
は
公
務
員
の
憲

法
尊
重
擁
護
義
務
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
職
の

公
務
員
は
も
と
よ
り
、
市
長
、
教
育

長
な
ど
の
特
別
職
の
公
務
員
に
も
適

用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
見
解
を 

伺
う
。

問

特
別
職
の
公
務
員
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
務
員
法
の
適
用

外
と
な
っ
て
い
る
が
、
憲
法
99
条
に

は
「
公
務
員
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
一
般
職
の
公
務
員
と
同
様
に

特
別
職
の
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
憲

法
の
尊
重
と
擁
護
義
務
が
適
用
さ
れ

る
も
の
と
考
え
る
。

答

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

三
島
駅
南
口
再
開
発
事
業

は
、三
島
市
の
将
来
の
発
展
、

地
域
活
性
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で 

き
な
い
事
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
三

島
駅
南
口
東
街
区
事
業
化
支
援
等
業

務
委
託
の
業
務
内
容
な
ど
、
今
後
の

想
定
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

伺
う
。

問

都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
法

定
手
続
き
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
業
務
な
ど
が
主
な
内
容
で
あ

る
。
ま
た
、事
業
が
順
調
に
進
め
ば
、

平
成
30
年
度
初
頭
に
事
業
協
力
者
と

の
協
定
締
結
、
都
市
計
画
決
定
、
31

年
度
に
再
開
発
組
合
設
立
、
32
年
度

に
権
利
変
換
計
画
を
作
成
し
、
35
年

度
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。

答

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査

平
成
30
年
度
の
予
算
案
で
は

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
に

お
け
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
三
島
市
議
会
で
も
何
人
か
の

議
員
の
一
般
質
問
な
ど
で
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
の
実

施
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

問

子
ど
も
の
貧
困
は
さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
調
査
・
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
の

内
容
に
つ
い
て
は
各
関
係
機
関
と
検

討
す
る
。
調
査
分
析
の
結
果
か
ら
課

題
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
解
決
に
向

け
た
実
効
性
の
高
い
施
策
を
実
施
す

る
た
め
、
市
内
の
関
係
機
関
と
連
携

し
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す
る
。

答

子
育
て
支
援
策
の
推
進

国
で
は
平
成
30
年
度
予
算
で

取
り
組
む
重
要
課
題
に
、
保

育
の
受
け
皿
拡
大
と
幼
児
教
育
の
段

階
的
無
償
化
を
挙
げ
て
い
る
。
三
島

市
の
平
成
30
年
度
の
保
育
園
の
定
員

増
な
ど
、
待
機
児
童
の
見
込
み
、
保

育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
伺
う
。

問

平
成
30
年
４
月
に
認
定
こ
ど

も
園
が
１
園
開
園
し
、
保
育

の
定
員
は
81
人
増
加
す
る
も
の
の
、

０
～
２
歳
児
の
申
込
者
数
が
定
員
を

超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年

度
当
初
に
お
け
る
待
機
児
童
の
解
消

は
難
し
い
。
保
育
料
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
引
き
続
き
注

視
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答

介
護
保
険
総
合
事
業
の
課
題

要
支
援
１
と
２
の
方
を
対
象

と
す
る
総
合
事
業
が
平
成
28

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
全
国

的
に
は
事
業
者
の
撤
退
や
ス
タ
ッ
フ

不
足
に
よ
り
、
約
２
５
０
の
自
治
体

で
事
業
か
ら
の
撤
退
の
意
向
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
市
の
現

状
を
踏
ま
え
、
課
題
を
伺
う
。

問

総
合
事
業
を
継
続
す
る
上
で

の
課
題
は
、
従
事
者
の
養
成

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
の
確

保
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
研
修
へ
の
参
加
者
の
増
加
に
向
け

た
改
善
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
報
酬
面
の
見
直
し
を
図
る

な
ど
、
多
く
の
事
業
所
に
参
入
を
促

す
取
り
組
み
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

緑水会 瀬川　元治

日本共産党議員団 下山　一美

代表質問
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各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
所
管
す
る
各
分
野
に
つ
い
て
詳
し
く
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

予
算
審
査

現在２カ所ある新規最終処分場
候補地を１カ所に絞るとのこと

だがいつまでに決める予定なのか、ま
た、候補地選定業務委託料として 810
万円が計上されているが、その委託先
と委託内容は。

Q

地域における行政と民間企業の
核となる人材育成を、３カ年計

画で行う事業とのことだがどのような
人や民間団体の参加を想定し、また行
政はどういう職員が関わるのか。

Q

市役所本庁舎建設に向けた庁舎
建設基金積立金の予算額と現在

高はどのような状況か。
Q

最終処分場の選定にあたっては
平成 30 年度と 31 年度の債務負

担を予定しており今後発足する選定委
員会の審議を経て平成 31 年度の半ばま
でには決定したいと考えている。委託
先については環境問題を専門とするコ
ンサルタントを想定しており、委託内
容は、２カ所の有力候補地について、
これまでの地形の調査、測量結果など
の基礎データを基に、精度の高い比較
資料の作成を行い、最終的な候補地の
選定につなげていくものである。

A

平成 33 年度を初年度とする第
５次三島市総合計画の策定に向

け、10 年後に官民の中心となれるよう
な人材の育成を目指していく。30 代か
ら 40 代の行政と民間企業の人材を募る
中で、チーム三島として地域のリーダー
の育成をするものである。３年間の継
続事業を想定した上で、平成 30 年度は、
市職員と民間の方 20 人が地域課題や三
島の未来を考えるワークショップを行
い、最終的には事業提案としてまとめ、
平成 31 年度に事業実施できるよう展開
していきたいと考えている。

A

積立金については 5,000 万円の
当初予算に利息を合わせ 5,189

万 1,000 円を予定しており、現在高は
約12億3,300万円となる見込みである。
目標額の 20 億円に向け、財政運営の効
率化をさらに図り、できるだけ早く達
成したいと考えている。

A

総務委員会
3 月 7・8 日

清掃センター処理施設整備事業

地方創生人材育成事業

庁舎建設基金積立金

所管 一 般 会 計

予 算審査
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切れ目のない発達支援体制を構
築するため、平成 30 年度から療

育支援室の専門職を増員し、発達支援
センターとしての機能を追加していく
とのことだが、具体的な人員体制はど
うなるのか。また、小中学校とどのよ
うに連携していくのか。

Q

弁護士、司法書士などの専門家の後
見人だけではなく、市民が後見業務

の新たな担い手として活躍できる体制を整
えることを目的に、平成 30 年度から、市民
後見人育成事業委託を実施するとのことだ
が、どのように市民後見人を育成していく
のか。

Q

事業を担う人手不足などを原因に、
全国の約 100 の自治体で運営難に

なっていることが報道されているが、本市
の今後の見通しを伺う。

Q

人員体制については、臨床心理
士を始め、社会福祉士や学校指

導主事などの専門職の配置を計画して
いる。これまでの発達支援体制では、
学校との連携強化が課題であったが、
今後は発達支援センターとして、学校
指導主事と同等の職員を配置し、直接
相談支援ができるような仕組みづくり
などを行い、療育支援室が培ってきた
就学前までの支援を学齢期につなげて
いきたいと考えている。

A

市民後見人の育成は、まず、市民の
方に研修として、講義、実習などの

50 時間以上のカリキュラムを受講していた
だくことになる。その後、法人後見を実施
している社会福祉協議会に、研修修了者を
引き受けていただき、１年から２年、法人
後見業務に携わることにより、実務経験を
積んでいただこうと考えている。

A

担い手不足の問題は三島市としても
懸念している。担い手の育成として、

生活支援サポーター養成研修を実施したも
のの参加者が思うように集まらなかった状
況もあることから、平成 30 年度はさらな
る周知の徹底に努め、参加者の増加を図り、
担い手の確保に力を注いでいきたい。

A

福祉教育委員会
3 月 5・6 日

療育支援相談事業

成年後見制度利用促進事業

介護予防・日常生活支援総合事業

所管

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計

予算審査
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所管

一 般 会 計
墓 園 事 業 特 別 会 計
駐車場事業特別会計
水 道 事 業 会 計
下 水 道 事 業 会 計

清住緑地南に隣接している緑地
拡張予定地を土地開発公社から

買い戻して整備していくとのことだが、
具体的なタイムスケジュールを伺う。

Q

道路改良事業を含め、工事入札
において、近年、入札不調の事

例がいくつか見受けられる。人件費な
どの単価の上昇傾向の有無を踏まえて
平成 30 年度の予算を計上しているの
か。

Q

農業の担い手不足の解消と障がい者
の就労機会の創出を図る農福連携の

取り組みとして、障がい者を雇用する農家
に、賃金の一部を支援することにより雇用
を促進するとのことだが、25 万円の予算額
では少ないと思われる。どのように算出し
たのか。

Q

平成 30 年度は地元の方を中心と
したワークショップを開催し、

整備計画を立てる予定であり、その中
で、併せて実施設計を行っていく。平
成 31 年度には、その整備計画をもとに、
整備工事にかかる予定である。

A

最近の傾向として、人件費およ
び建設関係の材料費などが上昇

傾向となっており、平成 30 年度予算案
ではそのことを踏まえて予算を計上し
ている。

A

家族経営体の多い三島市の農業にお
いて、外部労働力の確保は農業者

の規模拡大や産地の維持のために必要であ
る。予算額の算出方法は、お願いする作業
が１日８時間、150 人分を想定しており、
最低賃金時給 832 円を基準として計算する
と 100 万円となる。それを市とＪＡが 20％
ずつ負担して 20 万円必要となり、さらに
研修費用としての 10 万円をＪＡと折半した
５万円を加えて 25 万円となった。予算額が
少ないのは、この事業の対象が全農家では
なく、モデル農家に対して実施するためで
ある。モデル農家で働いている障がい者の
作業を他の農家の方にもご覧いただき、事
業を広げていきたいと考えている。

A

経済建設委員会
3 月 1・2 日

清住緑地拡張整備事業

各種道路改良事業の予算計上

農業労働力確保支援事業費補助金

予 算審査
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議案審議の
概要

今回の議案は…
 市長提出議案　51 件
 議会提出議案　 1 件

○
三
島
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
の
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
よ
り
一
層
の
経
営
の
効
率
化
と

健
全
化
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
、

市
の
水
道
事
業
の
設
置
や
経
営
の
基

本
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
て
い

る
本
条
例
に
つ
い
て
、
題
名
を
「
三

島
市
水
道
事
業
及
び
公
共
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
に
改

め
ま
し
た
。

主
な
質
疑

質
疑
今
後
に
お
け
る
、
水
道
事
業

と
の
統
一
化
は
図
れ
る
か
。

答
弁
地
方
公
営
企
業
の
経
理
は
一

事
業
一
会
計
と
決
ま
っ
て
い
る
が
、

組
織
の
統
合
や
事
務
の
連
携
は
自
治

体
の
規
模
や
考
え
に
任
さ
れ
て
い

る
。
今
後
上
下
水
道
の
事
務
を
一
括

で
行
う
部
署
の
設
置
は
、
合
理
化
へ

向
け
意
味
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
連

携
が
可
能
か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

○
三
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
、
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
額
の
規
定
が
国
保

の
県
単
位
化
を
反
映
し
た
内
容
に
改

め
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

じ
た
改
正
等
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑

質
疑
賦
課
限
度
額
以
下
で
、
各
自

治
体
に
決
定
す
る
裁
量
が
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
い
る
理
由
は
。

答
弁
賦
課
限
度
額
は
、
法
で
上
限

を
設
け
て
い
る
が
、
財
政
状
況
や
被

保
険
者
の
所
得
状
況
、
医
療
費
の
状

況
な
ど
、
各
市
町
村
の
状
況
が
異
な

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
保
に
適
し

た
賦
課
限
度
額
を
設
定
で
き
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
三
島
市
議
会
議
会
基
本
条
例
等

検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
地
方
分
権
時
代
に
求
め
ら
れ
る

役
割
や
責
務
を
果
た
せ
る
議
会
を
目

指
す
と
と
も
に
、
議
会
基
本
条
例
等

の
制
定
に
向
け
、
本
市
の
議
会
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
委
員
長
】
川
原
章
寛　

【
副
委
員
長
】
大
石
一
太
郎

【
委
員
】
佐
藤
寛
文
、
杉
澤
正
人
、

藤
江
康
儀
、
佐
野
淳
祥
、
岡
田
美
喜

子
、
松
田
吉
嗣
、
瀬
川
元
治
、
堀
江

和
雄
、
村
田
耕
一
、
下
山
一
美

主
な
質
疑

質
疑
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
洋
式
化
率
の
低
い
学

校
と
改
修
対
象
校
の
選
定
理
由
は
。

答
弁
各
校
の
洋
式
化
率
に
つ
い
て

は
施
設
の
新
築
、
改
築
に
よ
り
す
で

に
洋
式
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
洋
式

化
率
は
低
い
順
に
南
中
、中
郷
西
中
、

北
中
、
佐
野
小
、
坂
小
で
あ
る
。

　

改
修
対
象
校
の
選
定
理
由
は
、
建

築
年
度
が
古
く
、
洋
式
化
率
が
低
い

と
こ
ろ
、
か
つ
漏
水
な
ど
修
繕
の
頻

度
が
多
い
学
校
を
優
先
し
た
。

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
事
業
の
内
定
を
受

け
、
小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
の
改

修
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

補正予算の歳出の主な内容〈議第 9 号、議第 49 号〉

〈議第 9 号〉

●児童保育事業 7,066 万 8,000 円
●生活保護扶助事業 4,500 万円
●一般市道整備事業 △ 5,600 万円
●急傾斜地崩壊防止事業 △ 1,200 万円    
●決算見込に伴う光熱水費 △ 2,700 万円

〈議第 49 号〉

●各小学校トイレ改修事業 1,413 万 1,000 円
●各中学校トイレ改修事業 1 億 6,616 万 6,000 円

詳細は
三島市議会 検索

議案審議の概要

公
共
下
水
道
事
業
を

地
方
公
営
企
業
会
計

へ
移
行

Pick up 1
〈議第 35 号〉

国
保
の

県
単
位
化
を
反
映

Pick up 2
〈議第 24 号〉

特
別
委
員
会
を
設
置

Pick up 3
〈発議第１号〉

小
中
学
校
の

ト
イ
レ
な
ど
を
改
修

Pick up 4
〈議第 49 号〉

平成 29 年度一般会計
予算を増額補正
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【三島市議会公共施設等マネジメント検討特別委員会】
〈委員長〉土屋俊博　〈副委員長〉堀江和雄
〈委　員〉 野村諒子・佐野淳祥・大房正冶・川原章寛・

下山一美

▲豊岡市長に報告書を提出する鈴木議長と土屋委員長

　
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
建
物
の
維

持
管
理
に
多
額
な
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
次
世
代

に
大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
公
共
施
設

等
の
総
合
的
か
つ
適
正
な
管
理
が
必
要
で
す
。

平
成
28
年
９
月
に
設
置
さ
れ
た
公
共
施
設
等
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
特
別
委
員
会
は
、
公
共
施
設
等

の
あ
り
方
に
つ
い
て
17
回
の
会
議
お
よ
び
先
進
地

視
察
を
行
い
、
２
月
定
例
会
最
終
日
に
土
屋
委
員

長
が
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
鈴
木
議
長
か
ら
豊
岡
市
長
へ
提
出

し
た
報
告
書
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

保健センターは庁舎から離
れた場所にあるため、各種手
続きの際、関係課が近くにな
く利用者に不便をかけている
現状があることから、庁舎と
の複合化を進めて、利便性の
向上に努めるべきである。

庁舎との複合化を

適正管理で
延命化を

建て替えの検討を

児童数に
応じた対応を

体育館は利用率が非常に高く、市民の健康
志向が深まる中、「スポーツ活動の拠点的施設」
として体育館利用の需要は減ることはないと
考えられる。

今後、現状の体育館の耐用年数を正確に把
握し、定期的補修などで延命化を図り、将来
の需要を調査し、建設に向けた資金確保を計
画的に進めるべきである。

本庁舎は昭和 35 年の建築で
58 年が経つ。施設の老朽化だけ
でなく狭いこと、建物が分かれているこ
とにより来庁者に不便な面があることか
ら、構造体耐久性調査により、本庁舎の
寿命を正確に把握した上で新庁舎建設の
目標年度を定め、それに向けた検討が必
要になる。

《庁舎施設》

《学校等施設》

《保健福祉施設》

《体育施設》
小学校施設は 14 校中９校、中学校施設は７校

中６校が建築後 35 年以上経過した建物である。
今後、児童生徒が減少することが見込まれる

状況においては、余裕教室などの有効活用を図
りながら建て替え時に施設の減築を検討すると
ともに、将来に向けた統廃合の検討も進めるべ
きである。

特 別委員会報告
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杉
澤
　
正
人
（
清
論
会
）

大
場
川
・
御
殿
川
の
草
刈
り
や
、
し
ゅ
ん
せ
つ

Q
県
沼
津
土
木
事
務
所
へ
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
三
島
市

と
県
と
流
域
住
民
と
の
、
三
者
協
働
に
よ
る
対
策
が
あ
る
と

聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

A
河
川
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
リ
バ
ー
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
制
度
が
あ
り
、
県
が

草
刈
機
な
ど
用
具
の
貸
与
と
消
耗

品
な
ど
の
支
給
、
市
は
分
別
ご
み
の

処
分
を
支
援
し
て
い
る
。
現
在
５
団

体
が
活
動
中
だ
が
、
地
域
の
絆
や
防

災
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
島
駅
南
口
西
街
区
再
開
発
事
業

Q
過
去
の
答
弁
に
あ
っ
た
、
観
光
案
内
所
を
ホ
テ
ル
内
に

設
置
す
る
案
を
廃
止
し
て
、
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
構
内
に
移
転
さ
せ

た
経
緯
を
伺
う
。

A
Ｊ
Ｒ
三
島
駅
構
内
に
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
Ｊ

Ｒ
東
海
と
賃
借
に
関
す
る
協
議
を
開
始
し
た
。
協
議
の
過
程

で
、
ホ
テ
ル
内
よ
り
駅
構
内
に
賃
借
す
る
方
が
利
用
者
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
利
便
性
が
向
上
す
る
と
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。

渋
谷
駅
前
屋
外
ビ
ジ
ョ
ン
の
三
島
Ｐ
Ｒ
動
画

伊
丹
　
雅
治
（
改
革
み
し
ま
）

受
援
力
を
高
め
る
受
援
計
画

Q
避
難
所
に
物
資
が
的
確
に
届
か
な
い
「
ラ
ス
ト
１
マ
イ

ル
問
題
」
に
対
応
す
る
た
め
の
、
本
市
に
お
け
る
物
的
支
援

の
具
体
的
な
手
順
に
つ
い
て
伺
う
。

A
災
害
時
受
援
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
か
ら
の
要
請
は

災
害
対
策
本
部
の
避
難
所
支
援
班
が
一
元
的
に
受
け
付
け
、

物
資
調
達
班
が
調
達
す
る
。
市
備
蓄
品
、
民
間
事
業
者
、
協

定
自
治
体
、
国
・
県
の
順
に
調
達
・
要
請
す
る
。
救
援
物
資

集
積
所
で
は
、
仕
分
け
を
宅
配
業
者
に
、
配
送
を
運
送
業
者

な
ど
に
要
請
す
る
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

Q
教
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を

も
っ
と
増
や
す
た
め
に
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
本

市
で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
平
成
30
年
度
新
た
に
、
夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
日
と

し
て
８
月
の
２
日
間
を
定
め
実
施
す
る
。
ま
た
、
校
長
会
が

実
施
し
て
い
る
部
活
動
実
施
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
に
つ

い
て
の
結
果
を
受
け
取
り
組
む
。

今
後
も
各
学
校
と
連
携
し
、
働
き

方
の
見
直
し
や
教
職
員
の
意
識
改

革
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

服
部
　
正
平
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

準
要
保
護
世
帯
に
お
け
る
就
学
援
助
の
時
期

Q
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童
に
対
し
、
市
で
行
う
準
要
保

護
世
帯
へ
の
就
学
援
助
の
支
給
時
期
を
、
新
中
学
生
と
同
様

に
入
学
前
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
小
学
校
入
学
前
の
就
学
援
助
支
給
に
つ
い
て
は
、
民
生

児
童
委
員
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
平
成
30
年
度
予

算
に
か
か
る
経
費
を
計
上
し
た
。
平
成
31
年
度
以
降
、
申
請

の
あ
っ
た
小
学
校
入
学
予
定
児
童
を
対
象
と
し
て
、
準
要
保

護
の
基
準
に
照
ら
し
、
新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を

実
施
す
る
。

歩
車
分
離
式
交
差
点
を
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方
式
へ

Q
三
島
駅
北
口
は
斜
め
横
断
禁
止
の
歩
車
分
離
式
交
差
点

だ
が
、
歩
行
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
斜
め
横
断
が
可
能
な

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方
式
に
し
て
は
ど
う
か
。

A
警
察
署
の
見
解
に
よ
る
と
、
現
状
の
交
通
渋
滞
で
は
歩

行
者
用
信
号
機
の
秒
数
を
対
角
線
へ
歩
幅
分
延
長
す
る
必
要

が
あ
り
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
は
難

し
い
。
し
か
し
下
土
狩
文
教
線
や

谷
田
幸
原
線
な
ど
が
開
通
し
交
通

渋
滞
の
緩
和
が
見
込
ま
れ
た
際
に

は
、
実
施
に
向
け
て
検
討
も
可
能

で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
お
け
る
三
島
市
の
対
応

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

一般質問ここが
 聞きたい

！
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野
村
　
諒
子
（
清
論
会
）

医
療
費
抑
制
を
図
る
た
め
に
効
果
的
な
保
健
事
業
を

Q
市
の
国
民
健
康
保
険
の
レ
セ
プ
ト
分
析
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
多
受
診
や
頻
回
受
診
の
方
な
ど
へ
の
指
導
に
よ
り
、
医

療
費
削
減
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

A
毎
月
、
静
岡
県
国
保
連
合
会
か
ら
送
付
さ
れ
る
重
複
受

診
、
多
受
診
リ
ス
ト
な
ど

を
基
に
レ
セ
プ
ト
を
点
検

し
、
保
健
師
と
協
議
の
上

訪
問
指
導
を
行
い
、
適
正

受
診
を
促
し
て
い
る
。
今

後
は
、
生
活
習
慣
病
の
治

療
中
断
者
に
つ
い
て
も
受

診
勧
奨
が
で
き
な
い
か
、

そ
の
手
法
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

行
政
改
革
に
向
け
横
断
的
に
取
り
組
む
組
織
の
創
設

Q
現
状
の
予
算
査
定
に
お
け
る
事
業
評
価
で
は
、
行
政
改

革
の
取
り
組
み
に
限
界
を
感
じ
る
。
改
革
に
積
極
的
に
向
き

合
う
体
制
・
組
織
を
創
設
で
き
な
い
か
。

A
企
画
戦
略
部
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る

が
、
各
部
署
の
連
絡
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
部
長
会
議

を
設
置
し
て
い
る
。
行
政
組
織
、
人
事
、
財
務
な
ど
の
重
要

事
項
や
２
部
以
上
に
関
係
す
る
事
務
事
業
な
ど
行
政
運
営
上

必
要
と
思
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
・
調
整
・
決
定
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

佐
藤
　
寛
文
（
清
論
会
）

三
島
市
の
観
光
行
政

Q
当
市
の
観
光
交
流
客
数
に
つ
い
て
平
成
28
年
度
は

７
８
６
万
人
と
の
こ
と
だ
が
、
実
際
に
三
島
市
を
訪
れ
た
観

光
客
の
実
数
は
何
人
程
度
と
把
握
し
て
い
る
の
か
。

A
三
島
市
の
平
成
28
年
度
に
お
け
る
観
光
交
流
客
数
で
あ

る
約
７
８
６
万
２
千
人
を
、
県
の
調
査
で
示
さ
れ
て
い
る

伊
豆
地
域
の
平
均
立
寄
施
設
数
２
・
４
カ
所
で
割
る
と
、
約

３
２
７
万
６
千
人
と
な

り
、
こ
れ
が
観
光
客
の

実
数
に
近
い
も
の
で
は

な
い
か
と
推
察
し
て
い

る
。

市
長
の
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
姿
勢
と
は

Q
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
の
調
査
や
対
応
対
策
ま
で
含
め
、

市
長
は
今
後
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
に
手
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

A
調
査
を
行
い
、
実
態
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
第
一
歩

で
あ
る
。
子
ど
も
は
家
庭
や
社
会
に
と
っ
て
大
切
な
宝
で
あ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成
長
し

て
い
け
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
支
援
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

三
島
駅
南
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

土
屋
　
利
絵
（
無
会
派
）

Ａ
Ｒ
技
術
を
取
り
入
れ
た
街
お
こ
し

Q
原
風
景
に
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
る
Ａ
Ｒ

技
術
を
用
い
て
、
宿
場
町
や
山
中
城
の
合
戦
な
ど
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
観
光
誘
客
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
か
、
ま
た
、
歩
き

ス
マ
ホ
防
止
な
ど
の
安
全
対
策
を

含
め
た
受
入
環
境
整
備
や
効
果
検

証
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら
良
い

か
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
将
来

的
な
活
用
を
見
据
え
た
上
で
検
討

し
な
が
ら
、
Ａ
Ｒ
を
は
じ
め
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
新
技
術
を
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。

夫
婦
間
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援
に
向
け
て

Q
潜
在
化
し
や
す
い
夫
婦
間
Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
が
相
談
し

や
す
い
体
制
づ
く
り
と
、
相
談
後
の
支
援
の
充
実
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
Ｄ
Ｖ
を
含
め
全
般
に
わ
た
る
女
性
相
談
に
対
応
す
る
専

門
の
女
性
相
談
員
を
配
置
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と

情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
相
談
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
寄
り
添
っ
た

支
援
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

市
役
所
庁
舎
の
有
効
活
用

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

一 般質問
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一般質問

弓
場
　
重
明
（
清
論
会
）

観
光
客
の
増
加
に
伴
う
商
店
街
の
受
け
皿
づ
く
り

Q
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
と
り
、
三
嶋
大
社
ま
で
歩
く
ツ
ア
ー

の
企
画
は
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
そ
の
間
の
駐
車

場
の
確
保
な
ど
、
支
援
策
を
伺
う
。

A
市
と
観
光
協
会
は
、
旅
行
会
社
な
ど
へ
の
誘
客
営
業
を

す
る
中
で
、
観
光
バ
ス
駐
車
料
金
補
助
制
度
の
周
知
と
、
市

内
で
団
体
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
飲

食
店
の
企
画
商
品
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
団
体
客
の
受
け
入

れ
を
希
望
す
る
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
個
別
に
対
応

す
る
。

市
役
所
の
人
事

Q
退
職
職
員
が
統
括
官・監
督
官
と
し
て
復
帰
し
た
場
合
、

元
部
下
に
は
不
満
も
一
部
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
人
事

に
は
弊
害
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
再
任
用
制
度
に
基

づ
い
て
雇
用
し
て
お
り
、
市
長
の
特
命
な
ど
を
受
け
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
重
点
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
知
識
を
基
に
部
を
横
断
し
て
全
庁
的
に
相
談
に
応

じ
助
言
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
決
裁
権
を
付
与
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

市
役
所
庁
舎
の
今
後
の
計
画
お
よ
び
将
来
像

村
田
　
耕
一
（
公
明
党
）

楽
寿
園
の
入
園
料
無
料
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か

Q
入
園
料
の
無
料
対
象
者
と
し
て
市
内
在
住
の
70
歳
以
上

の
方
と
あ
る
が
、
65
歳
以
上
に
拡
大
し
た
上
で
、
市
内
在
住

の
条
件
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
シ
ニ
ア
世
代
の
お
孫
さ
ん
と
の
交
流
の
場
、
庭
園
散
策

や
健
康
づ
く
り
の
場
、
自
然
や
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
、
積
極
的
な
来
園
を
促
す

こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
市
内
65
歳
以
上
の
シ
ニ

ア
世
代
の
方
々
の
期
間
限
定
の

イ
ベ
ン
ト
や
無
料
化
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
く
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況

Q
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
に
対
し
て
県
知
事
は

延
期
が
望
ま
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
県
知
事
の
言
う

通
り
延
期
さ
せ
る
の
か
。

A
再
開
発
事
業
は
地
権
者
の
協
力
と
、
民
間
事
業
者
の
参

画
が
不
可
欠
で
あ
り
、
よ
う
や
く
事
業
化
に
向
け
一
緒
に
検

討
す
る
事
業
協
力
者
の
公
募
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
地
権
者
の
高
齢
化
と
建
物
の
老
朽
化
が
進
む
中

で
は
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
最
後
の
機
会
で
あ
り
事
業
の
延

期
は
考
え
て
い
な
い
。

立
地
適
正
化
計
画
で
設
定
の
地
域
拠
点
の
妥
当
性

中
村
　
仁
（
清
論
会
）

都
市
計
画
道
路
の
未
整
備
部
分
に
対
す
る
再
検
討
は

Q
今
後
さ
ら
に
数
百
億
円
の
事
業
費
が
必
要
な
計
画
路

線
沿
線
に
掛
か
る
規
制
が
、
市
の
発
展
に
多
大
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
。
早
期
に
再
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
整
備
予
定
区
域
内
で
あ
っ
て

も
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
土
地

利
用
は
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
県

と
関
係
市
町
で
実
施
中
の
「
第
３

回
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」
の

結
果
が
平
成
30
年
度
以
降
に
ま
と

ま
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
、
第
２

次
の
必
要
性
再
検
証
を
行
う
か
ど

う
か
を
検
討
し
た
い
。

今
秋
に
策
定
予
定
の
立
地
適
正
化
計
画
の
問
題
点

Q
市
の
将
来
の
方
向
性
を
示
す
同
計
画
に
、
広
域
で
の

視
点
が
な
い
こ
と
は
不
完
全
で
不
安
が
残
る
。
完
成
時
期

を
遅
ら
せ
て
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
計
画
策
定
の
根
拠
と
な
る
都
市
再
生
特
別
措
置
法
で

は
市
町
ご
と
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
市

町
と
の
整
合
は
と
っ
て
い
な
い
。
関
係
市
町
に
よ
る
計
画

策
定
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ
た
後
に
、
連
絡
協
議
会
の
場
な

ど
で
広
域
連
携
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
と
考
え
る
。

新
幹
線
通
学
の
定
期
代
補
助
に
対
す
る
本
市
の
見
解

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項
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一 般質問

佐
野
　
淳
祥
（
改
革
み
し
ま
）

西
部
地
区
南
側
に
せ
せ
ら
ぎ
号
バ
ス
の
路
線
延
長
を

Q
長
年
地
元
よ
り
要
望
の
強
い
バ
ス
の
延
伸
運
行
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
検
証
の
上
、
対
策
が
取
れ

な
い
か
伺
う
。

A
市
と
関
係
者
で
協
議
す
る
場
を
設
け
、
せ
せ
ら
ぎ
号
の

運
行
路
線
の
乗
降
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
ニ
ー

ズ
を
く
み
取
る
必
要
が
あ
る
。
運
行
路
線
を
変
更
で
き
る
箇

所
が
な
い
か
、
何
便
を
回
す
こ
と
が
可
能
か
、
路
線
案
が
ま

と
ま
っ
た
時
点
で
実
証
実
験
を
行
う
な
ど
地
域
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

ス
マ
ホ
広
報
で
市
民
と
行
政
を
身
近
に

Q
広
報
み
し
ま
が
掲
載
さ
れ
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ

ロ
」
に
幅
広
く
多
く
の
市
民
に
登
録
し
て
も
ら
う
必
要
を
感

じ
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

A
マ
チ
イ
ロ
は
、
行
政
情
報
の
取
得
手
段
と
し
て
非
常

に
優
れ
た
ア
プ
リ
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
広
報
み
し
ま
に

特
集
記
事
を
掲
載
し
周
知
を
図

る
。
ま
た
広
報
誌
未
配
付
世
帯

に
と
っ
て
市
政
情
報
の
定
期
的

な
取
得
手
段
と
な
る
た
め
、
周

知
や
普
及
を
図
る
方
法
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

石
渡
　
光
一
（
新
未
来
21
）

２
０
２
０
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
準
備

Q
東
部
は
世
界
の
自
転
車
の
聖
地
と
な
る
可
能
性
が
高

い
。
毎
年
３
月
19
日
を
サ
イ
ク
ル
の
日
と
し
、
各
市
町
で
の

イ
ベ
ン
ト
実
施
を
提
案
す
る
が
見
解
を
伺
う
。

A
特
定
の
日
を
サ
イ
ク
ル
の

日
と
す
る
こ
と
は
、東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
機
運
醸

成
に
も
つ
な
が
り
、
そ
の
後
の

レ
ガ
シ
ー
に
も
な
る
と
考
え
る

が
、
三
島
市
だ
け
の
こ
と
で
は

な
い
た
め
、
静
岡
県
東
部
地
域

ス
ポ
ー
ツ
産
業
振
興
協
議
会
な

ど
の
広
域
組
織
へ
提
言
を
行
っ

て
い
く
。

駅
南
口
駐
輪
場
の
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク
は

Q
三
島
駅
南
口
に
建
設
中
の
立
体
駐
輪
場
は
仮
設
、
新
設

と
も
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク
は
駐
車
で
き
な
い
。
西
側

の
公
社
の
土
地
を
駐
車
場
に
で
き
な
い
か
。

A
１
２
５
cc
を
超
え
る
大
型
バ
イ
ク
の
駐
輪
場
所
と
し

て
、
南
口
駐
輪
場
の
西
側
残
地
を
利
用
で
き
る
か
ど
う
か
、

所
有
し
て
い
る
土
地
開
発
公
社
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

自
転
車
ブ
ー
ム
に
ア
ニ
メ
弱
虫
ペ
ダ
ル
と
コ
ラ
ボ
を

他
の
質
問
事
項

１月
16 日　 公共施設等マネジメント検討特別委員会
19 日　東部地区市議会議長会
22 日　 静岡県地方議会議長連絡協議会・政策研修

会
25 日　議員説明会
31 日　 議会報告会運営会議、公共施設等マネジメ

ント検討特別委員会
２月

 １ 日　静岡県市議会議長会定期総会
 ８ 日　平成 30 年度予算案説明会

議会の活動
13 日　 各派代表者会議、議会運営委員会、議案説

明会、議員説明会、議会だより編集委員会
20 日～３月 16 日　２月定例会
20 日　各派代表者会議、本会議（議案審議）
22 日　全国市議会議長会　産業経済委員会
27・28 日　本会議（代表質問）
 ３月
１・２ 日　経済建設委員会
 ５・６ 日　福祉教育委員会
 ７・８ 日　総務委員会
　　 ９日　 各派代表者会議、議会運営委員会、議

案説明会
12 日～ 14 日　本会議（一般質問）
16 日　本会議（議案審議）
22 日　議会だより編集委員会
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みしま市議会だよりは再生紙を使用しています

委　員　長　伊丹　雅治
委　　員　杉澤　正人
委　　員　石渡　光一

副委員長　村田　耕一
委　　員　瀬川　元治
委　　員　服部　正平

議会だより編集委員会

議 長 交 際 費 5月16日(水) 常任委員の選任ほか
【5月臨時会の予定】

6月12日(火) 議案審議
 19日(火)～22日(金) 一般質問
 26日(火) 議案審議

【6月定例会の予定】
　議長交際費は、議長が市議会を代
表して、外部との交際上特に必要と
認める場合に支出する経費をいい、
その支出内容や相手が、社会通念上
妥当と認められる範囲内の金額で支
出しています。

平成29年度支出額

区分 金額
会費等 162,824円

弔慰金 21,200円

賛助金 15,000円

合計 199,024円

政務活動費
報告

２　支出費目別内訳

※すべての会派において広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費に該当する支出はありませんでした。

（単位：円）

１　会派別執行状況

※支出超過額は各会派の負担とし、残額が生じた場合は市に返還しています。

（単位：人、円）

～2929 30

16みしま市議会だより　平成 30年５月１日

　平成 24 年５月１日号から 6 年間にわたり、議長賞を受賞された方の絵画を
表紙に掲載させていただいていました。これまで作品を掲載させていただいた
皆様、市議会だよりを親しみやすく、華やかに飾っていただき、誠にありがと
うございました。
　新しい表紙のテーマは、「三島の魅力を再発見！」です。住んでいても見た
ことのない景色はたくさんあると思います。三島のすばらしさを改めて感じる
ことのできる、季節ごとの美しい風景を掲載していきたいと思います。
　第１回目の今号は、ツツジが美しく咲き誇る山中城跡です。天気が良いこの
日は、障子堀越しに富士山も見えました。石を使わない土だけの山城は全国的
にも珍しく、日本百名城にも選ばれている山中城跡へ、皆さんもぜひ足を運ん
でみてはいかがでしょうか。 議会だより編集委員　一同

●国指定史跡　山中城跡〔三島市山中新田 410-4 他〕

項　目 清論会 改革みしま 緑水会 新未来 21 公明党 日本共産党
議員団 無会派 合計

調査研究費 308,290 128,790 563,600 199,830 41,340 5,000 33,840 1,280,690
研修費 531,648 498,000 0 286,564 304,482 142,780 60,440 1,823,914
広報費 5,882 3,912 2,934 2,934 2,934 1,956 978 21,530

資料作成費 37,536 26,021 172 19,473 55,762 78,523 11,128 228,615
資料購入費 126,854 0 0 9,024 47,209 8,976 18,684 210,747
事務所費 0 0 0 0 37,530 0 6,214 43,744

その他の経費 0 0 14,400 10,617 3,300 400 0 28,717
合計 1,010,210 656,723 581,106 528,442 492,557 237,635 131,284 3,637,957

項　目 清論会 改革みしま 緑水会 新未来 21 公明党 日本共産党
議員団 無会派 合計

所属議員数 6 5 → 4
(7 月～ ) 3 3 3 2 0 → 1

(7 月～ ) 22

交付額 1,080,000 765,000 540,000 540,000 540,000 360,000 135,000 3,960,000
支出額 1,010,210 656,723 581,106 528,442 492,557 237,635 131,284 3,637,957

　三島市の政務活動費は
１人当たり月額 15,000
円が会派に交付されてお
り、議会のチェック機能
強化や政策立案能力向上
を図るため、調査研究や
資料作成・購入などの議
会活動への補助として活
用しています。
　収支報告書や活動報告
書、領収書などの写しは、
市役所本館１階の情報公
開コーナーに常備してお
り、収支報告書について
は市議会ホームページに
も掲載していますので、
ぜひご覧ください。

みしま市議会だよりの表紙をリニューアルしました！

ツツジが美しく咲き誇る山中城跡から見える富士山
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